
医療系

「看護」と「女性研究者支援」の橋渡し

大学全体の女性研究者支援事業に関わっ
た後、看護の世界に戻って研究と教育に携
わっています。地域看護は、地域や職場・
学校など身近な生活の場で人々の健康や
暮らしを守るための方法の開発や地域シス
テムを構築すること、その役割を担う保健師
の人材育成や能力開発を扱っています。そ
のためフィールドへのフットワーク、専門職と
も住民ともネットワークが築けるコミュニケー
ション能力、医療や健康に関する知識や経
験だけでなく多角的な視点や実践力が問わ
れます。現在の研究室では、東日本大震災
の被災地への支援や街の復興に向けた取
組みにも力を入れており、まさに社会に貢献
していることが実感できる仕事です。

高校生の頃は心理学や社会学にも惹かれま
したが、両親が理系進学を希望していたの
で、当時はまだ珍しかった看護学部に「未知
の世界にチャレンジ」するつもりで進学しま
した。卒業後に助産師として病院で働き、多
くの女性の出産や闘病と向き合ったことで、
自分の将来や人生について考えるようになり
ました。病院内だけでなく地域や職場など生
活の場から健康支援することが重要だと考
え、保健師に転職。その後、自分が子育て
しながら働く立場になった時に、働く母親へ
の健康支援の学問的裏づけが国内にはほと
んどないことを知り、そのテーマで研究しよう
と大学院進学を決めました。

失敗することや人と違う道に進むことを恐れ
ずに、自分が興味を持てることにぜひチャレ
ンジして下さい。その時々で違う世界に飛び
込むときには勇気がいりますが、私自身は
「迷ったら前に進む」ことを選択し、それで今
まで何とかなってきました。また、すぐに評価
されなくても地道に努力すること、様々な年
齢や異分野の方とも積極的に交流して多様
な考え方や知恵を学び、視野を広げること
も大切だと思います。
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看護

子どもが小さいときは、とにかく体力勝負。
夫、職場、両親、保育園ママ仲間など多く
の協力を得て乗り切りました。子どもが成長
してからも「子どもの学校行事に行けない、
研究時間が充分にとれない」など悩みはつ
きませんが、優先順位をつけて時間を振り
分け、あとは「自分なりに精一杯頑張った。」
と考えるようにしています。仕事と家庭、どち
らかに集中できる人が羨ましいと思うこともあ
りますが、両方にやりがいを持てた自分も幸
せだと感じています。
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